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緒員

アノレフアノレファ(以下AL-)はせきはくな土壌や土壌凍結など不良環境下での永続的栽培は難しい。し

かしパーズフットトレフオイル(以下BF)はこのような不良環境下においても生育が可能であると言わ

れている。またBFは，鼓脹症がおこり難いという特徴を持っているため，カナダなどではALの栽培に

適さない地域において，放牧あるいは採草用に利用されている。このため道内においても，道東地域など

ALの栽培が難しい地域での利用が今後期待される。しかしながら， BFは日本国内において栽培試験例

が少ないため， B Fの栄養特性に関する知見がほとんどない。そこで本研究は，春期のBFのノレーメン内

における乾物および粗蛋白質の消化性について，ナイロンバッグ法により，ノレーメン内乾物，粗蛋白質消

失率をALおよび赤クローパ(以下RC)と比較検討することにより，鼓脹症になり難いという BFの特

徴を明らかにして， B Fの栄養特性解明のための基礎資料を得ることを目的とした。

材料および方法

供試材料

B F (品種:レオ)， AL (品種:リュテス)およびRC(品種:サッポロ)の単播草地を北農試内に

造成した(3品種x7.5 d x 4プロット， 10畦/1プロッ卜)。萌芽後，経時的に5月10日， 6月19日，

7月17日に刈取り， 550Cで48時間通風乾燥し， 1 mm目のウィレー型粉砕器で粉砕し，分析試料とした。

供試動物

jレーメンフィステノレを装着したホノレスタイン種乾乳牛(平均体重512kg)3頭を供試した。実験期間中

これらには，アンモニア処理小麦わらを不断給飼し，濃厚飼料(1 kg /日)， リンカ jレを朝夕2固に分け

て給与し，飲水，鉱塩は自由摂取とした。

ナイロンバッグ法

ナイロンバッグは， Mesh Opening 45μ のナイロン布で袋(8. 5 x 16.5 cm )を作り，この中に試料を

2，_ 59入れ，ノレーメン内に浸潰した。供試牛 1頭に対する浸漬袋数は l固に9袋(1試料x3袋x3草

種)とし，浸漬時間は 3，6，15，24時間の4段階とした。バッグは浸漬後水洗し， 550Cで48時間通乾燥

し，乾物，粗蛋白質の定量に供した。
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結果

1)各刈取り時の組蛋白質含量

各刈取り時の組蛋白質含量を表 1に示した。 BFとALの

粗蛋白質含量は，いずれも 6月19日刈りの値が最も低くなっ

たが， RCは7月17日刈が最も低くなった。いずれの刈取り

時においてもBFが3草種の中で最も低い値となった。

2)ノレーメン内乾物消失率

3草種のjレーメン内乾物消失率の経時的変化を図 1に示した。

浸漬時聞が長くなるに伴

って双曲線的に増加した。

5月10日刈の各浸漬時間

における消失率は，草種

聞に有意な差がなかった。

6月19日刈のBFの乾物

消失率は，いずれの浸漬

時聞においても常にAL

に比較して高く， 15時間

浸漬時を除いてその差は

有意であった (P<0.05)。

3時間浸漬時のBFの乾

物消失率は RCと同程度

であったが， 6， 15， 24 

時間自における BFの乾

物消失率は有意に低かっ

た(P <0.05 ) 0 7月17

日刈のBFの乾物消失率

は3時間浸漬においてR

Cに比較して有意に低か

ったが (P<0.05)，6，

15， 24時間目では有意な

差が認められなかった。 色

BFとALの消失率の間 20 

には，いずれの浸漬時聞

においても有意な差が認

められなかった。この結

果を通して 3草種のノレー

表1.各刈り取り時におげるCP含量
(DM%) 

5/10 6/19 7/17 

BE 2 6. 7 1 1. 7 14.8 

AL 3 0.2. 12.5 1 5.9 

RC 2 9.0 1 6.2 1 5.2 

5月10日刈の乾物消失率は， 3草種とも
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図1. )レーメン内乾物消失率の経時的変化
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図2. }レーメン内粗タンパク質消失率の経時的変化
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メン内乾物消失率を比較すると，各浸漬時間ともにALが他の2草種に比較してJレーメン内乾物消失率が

やや低い傾向を示した。

3) }レーメン内粗蛋白質消失率

5月10日刈のBFの組蛋白質消失率は， 3， 6時間目では他の 2草種に比較して低かったが，その差は

有意ではなかった。 15時間浸漬時のBFの組蛋白質消失率は，他の2草種に比較して有意に低かった(p 

く0.05)。しかし24時間目のBFの粗蛋白質消失率は他の 2草種と同程度であった。 6月19日刈のBFの

粗蛋白質消失率は， 6時間浸漬時には他の2草種に比較して有意に低かった(pく0.05) 0 3， 15時間目

のBFの消失率はALに比較して低い傾向にあったが， 24時間自には間程度となった。 RCの3時間目の

組蛋白質消失率はBFに比較して低かったが有意な差はなかった。 15時間目のBFとRCの消失率の聞に

有意な差はなかったが， 24時間目にはRCの値は BFに比較して有意に高かった(pく0.05) 0 7月14日

刈のBFの粗蛋白質消失率は， 3， 6時間目にALに比較して有意に低かった(p < 0.05 ) 0 15， 24時間
目のBFの粗蛋白質消失率はALより低かったが有意な差は認められなかった。 3時間目のBFの粗蛋白

質消失率はRCに比較して有意に高かったが(pく0.05)， 3， 15， 24時間目では有意な差が認められな

かった。この結果を通してBFのノレーメン内粗蛋白質消失率は 3時聞から15時間自にかけて他の 2草種よ

りも低いが， 24時間自には 3草種聞に有意な差が認められなかった。

考察

マメ科牧草のjレーメン内における蛋白質分解性の違いは，鼓脹症の発症と深く関係している。鼓脹症が

発症し易いAL，RC，ラジノクローパは，鼓脹症が発症し難いBF，セインフォインなどに比較してノレ

ーメン内での蛋白質の分解速度が速いととが報告されているの。本実験においても， B Fのノレーメン内粗

蛋白質消失率は，各刈取時期を通して同一浸潰時聞における値がAL，RCに比較して低く， B Fの組蛋

白質分解速度は 3草種中で最も遅いことが明らかとなった(図 2)。飼料中の蛋白質の分解性については

o RSKOV ら4)がナイロンパック法を用いた結果を指数関数式に当てはめ解析し，飼料中蛋白質をノレーメ
ン内で速やかに溶解する区分(可溶性区分)，微生物によって分解される区分(分解性区分)とその分解

速度で表わす方法を提唱している。押部ら5)はこの方法を用いて11種類の牧草，麦類について調査した結

果，マメ科牧草は分解性区分の分解速度が速いため jレーメン内での組蛋白質分解速度が速いとしている。

またRCは可溶性区分がほとんどなく分解性区分の分解が開始されるまでに時間がかかる飼料であると考

察している。本実験では浸漬時間点数が少いため指数関数を応用することはできなかったが，今後浸漬時

間点数を増やしoRSKOVらの方法を応用することにより BFのノレーメン内粗蛋白質消失速度が， AL，RC 
に比較して遅いという乙とを明らかにしていく必要がある。

本実験に用いたいずれの草種においても24時間浸漬時の乾物および粗蛋白質消失率は，生育が進むに伴

い低下した。乾物消失率が低下したのは，生育に伴い細胞壁構成物質 (CWC2)が増加するとともに， C 

WC中の難消化部分が増加したためと思われる。今後この点に関してはさらに検討していく必要がある。

24時間浸漬時における粗蛋白質消失率が生育が進むにつれて低下したのは，生育が進むに伴い非利用性窒

素区分が増加したためと思われる。生育ステージが進むに伴い，いずれの草種においても 3，6時間の粗

蛋白質消失率の差が大きくなった。これは， 3時間浸漬時の消失率が生育に伴い低下したためで，このこ

ー 109ー



J. Hokkaido Grassl. Sci. 24: 107 -110 (1990) 

とは，生育に伴い細胞壁の組剛性が増加し，微生物による細胞壁の破壊が遅れ，そのことによる細胞内の

蛋白質の分解開始が遅くなったためと思われる。

HOWARTHら3)は，マメ科牧草の葉のノレーメン内分解性について，乾物，粗蛋白質いずれの場合において

もALとRCは同等でBFはこれら 2草種に比較して低い関係にあることを報告している。本実験でも，

粗蛋白質については同様の結果が得られたが，乾物においては本結果と異なった。本実験で用いた試料は，

実用の場合を前提としているので，茎部も含めた利用部分全体を試料とした。この結果，乾物の分解性に

は繊維成分の消化率の影響が大きいことなどから，特にALでは生育に伴い茎のリグニン化が進み消化率

が低下したため，乾物の分解性が低下し， 3草種聞の関係が葉部について検討したHOWARTH らの結果と

異ったと推測される。 HOWARTHらによると，鼓脹症が起こり難いマメ科牧草は， )レーメン内において葉

肉組織の機械的破壊に対する抵抗性が強いため，微生物が葉肉組織中の粗蛋白質の分解を遅らせると考察

している。さらにBF中にはタンニンが含まれていると言われているのが，タンニンが蛋白質と結合し沈

澱物を形成するため， )レーメン内での蛋白質の分解性が低下すると考察されている。 BFの品種の違いに

よってタンニンの含有率が異なると報告されているのが，高タンニン品種のBFは，低タンニンのBFに

比較して jレーメン内の組蛋白質の分解率が低いことが報告されている1)。タンニンはBF以外にセインフ

ォイン，メドハギなど鼓脹症を起こし難い牧草に多く含まれており，タンニン含有率が粗蛋白質のlレーメ

ン内分解性K及ぼす影響は大きいものと思われる。このため今後タンニンの定量を行い，タンニンと BFの

ノレーメン内組蛋白質分解性について検討していく必要がある。
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